
 

地域密着型サービス　　運営推進会議（報告書） 

 

開催日時：令和　7 年　5 月　8 日（木）14：00～15:00 

施設名　：グループホームさくらんぼ 

施設種類：認知症対応型共同生活介護 

出席者：出雲市役所　高齢者福祉課　 

　　　　地域代表　民生委員　　　　 

　　　　あんしん支援センター　　　（看護師）・（保健師） 

ご家族代表　　　　　　　　 

管理者　　　　　　　　　　 

 

 

グループホームさくらんぼについて 

（議題） 

１．前回の会議[令和　7 年 3 月]以降の入退所状況について 

２．最近のグループホームでの状況 

３．活動報告 

４．会議・訓練 

５．ヒヤリ・ハット及び入院・事故報告 

６．出席者からのご意見  

 

１グループホームの入退所状況について 

☆入退所者無し  

☆待機者　2 名　 

 

 

 

２．最近のグループホームでの状況 

☆最近になり暖かくなっている事もあり、天候が良いときは苑廻りを散歩される。

 
　　利用者代表 　　0人 有識者 0人

 
　　利用者家族 １人 高齢者あんしん支援センター 2 人

 
　地域住民の代表 １人 出雲市職員 １人

 
その他[施設長・管理者　　1 名] 1 人

 入居者 男女比 要介護度 平均年齢

 男性 女性 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５  

  １８名 4名 １4名 ８名 ５名 2名 ３名 ０名 8７、9歳



また、病気・事故・怪我等無く、平穏に過ごされている。 

　季節の変わり目なのか、両ユニット共に、そわそわされる利用者様が多くなり、

単独で出掛けようとされる方や、ユニット内や自室でゴソゴソされたり、帰宅願望

が出たりと落ち着かない日もある。 

 

３．活動報告 

☆4 月は、斐川西中廻りへ、桜の花見やツツジの花見をした。これからは外食の企画 

もしていく予定。 

 

４．会議、訓練 

☆BCP（自然災害）訓練（3/17） 

☆さくらユニット会議（4/25） 

☆チューリップユニット会議（5/12○予 ） 

 

５．ヒヤリ・ハット①及び入院②・事故報告③ 

①F 様（チュー）ベット柵の解除バーの誤開放（3/19） 

　　解除バーの角度がいつもと違う角度に変わっているのを発見。自室で休まれて

いる時など、あちこちに物を動かしたりかまったりされている。バーの誤開放は

事故に繋がりかねず、レバー全体を布で覆い、紐で巻いて操作をされない様に対

処する。 

　　 

①M 様（さくら）服薬もれ（4/3） 

　　朝食時の服薬提供する際、足元の悪い他利用者様が立ち上がり移動されようと

され、薬をテーブルに置いたまま介助に向かうも、そのまま薬を置いたままで服

薬の確認を忘れていた。昼食前に M 様がポケットの中から薬を職員に出されて判

明する。 

 

６．出席者からのご意見　 

 
☆その他 
　・帰宅願望が出ている時の対応は？ 
　　　宛廻りへの散歩にて、落ち着かれるまで散歩をする様にしている。 
 
　・ユニット会議での議題は？ 
　　　ヒヤリハットや外出及び外食等の打合せをしている。 
 
　・他にどの様な訓練をしているか？ 
　　　防火訓練、水災訓練、地震訓練、原子力災害訓練等、年間通じて色々と訓練

や研修を行っている。


